
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まるごと根室」主催の「浜の母ちゃん直伝！根室おさかな料理教室」

が 10 月 6 日、根室市総合文化会館で開催され、歯舞漁協の田村女性部長

を中心とした 4 人の女性部員が講師を担当しました。男性や初めての参加

者にも広く参加してもらおうと初めて夜に開催し、受講者 20 人が根室の
秋の味覚「サンマ」を使った家庭料理を学びました。 

実習したメニューは「さんま丼」、「さんまのつ

みれ汁」、「サンマのマリネ」、「サンマのたたき」

の 4 品。 

講師となった女性部員がサンマの捌き方や調理

法を丁寧に指導し、参加者からは「焼きサンマ以 
外の調理法や捌き方を教わることができてよかった」と好評でした。 

 

道東 5 漁協が協力しサンマを提供する「北海道のさんま祭り」が、大阪市の大丸心斎橋店で初めて開催

されました。ブランドサンマの販売に力を入れる歯舞漁協、落石漁協、釧路市漁協、厚岸漁協、浜中漁協

が協力して実施したもので、歯舞漁協は 9 月 16 日～17 日に参加しました。 

焼きサンマ 1 匹 150 円、生のブラ

ンドサンマ 3 匹 500 円で販売し、当

漁協の「一本立ち歯舞さんま」を手に

取るお客様も大勢いました。 

普段買っているサンマとは大きさも

鮮度も違うと驚く人が多く、関西でも

道東サンマのファンが増えたのでは、

と手応えを感じる催事となりました。 

 

 

 

発行・編集：歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

歯舞地区マリンビジョン協議会事務局では、地域協働の取組みにより作られた『歯舞地

区マリンビジョン計画(平成 19 年 3 月策定)』の行動計画について、個々の推進状況など、

活動の様子について「歯舞地区マリンビジョンニュース」を発行して、地域の皆様方にお

知らせしています。 
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は ぼ ま い 

「「北北海海道道ささんんまま祭祭りり」」  大大阪阪でで初初催催事事  

「「浜浜のの母母ちちゃゃんん直直伝伝！！根根室室おおささかかなな料料理理教教室室」」開開催催  

10 月 12 日、根室サンマを食すイベント及び特産品販売を開催し、大消費地

である首都圏消費者に対し、根室産サンマの認知度向上を図ることを目的に、東 

京都台東区にある「東京合羽橋商店街振興組合」が主

催する「第 32 回かっぱ橋道具まつり」に鈴木部長代

理と石黒係長が参加し、PR 活動を行いました。 

焼きサンマの無料配布については、先着 1,000 人

限定でしたが、用意した整理券が瞬く間に無くなるほ

どの盛況ぶりでした。 

また、歯舞漁協で用意した商品も大いに売れ、歯舞

ブランドを全国にＰＲする絶好の機会となりました。 

「「かかっっぱぱ橋橋道道具具ままつつりり」」でで焼焼ききササンンママのの無無料料配配布布   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 16 日、全国漁業協同組合学校のＪＦグループ役職員研修「販売事業コース」の講義が、「加工・

流通・販売ビジネスの仕組みを再考する」というテーマで行われました。歯舞漁協からは平山参事が参加 

し、“「はぼまい昆布しょうゆ」の生産・販売の仕組み”について

講演しました。講演では、漁獲物に 100％頼る経営基盤から、主

な水揚げのひとつである「昆布」を使用した「はぼまい昆布しょ

うゆ」をブランド力のある商品へとすべく、これまでの販売・PR

法や、今後の課題について説明しました。 

今講義では、坂本文男ＪＦ全漁連技術顧問が「水産物の商品化

と事業連携」の題で、新製品の開発、製品の差別化と販路拡大に

ついて説いたほか、東京海洋大学の婁小波教授も講義テーマの解

題と総括を行いました。 

■ 編集･発行・お問い合わせ ■ 
 ■編集・発行  歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

■お問い合わせ 事務局 担 当：根室市水産経済部水産港湾課水産振興担当 

電 話：0153-23-6111 FAX：0153-24-8692 

9 月 30 日、「北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連絡協議会」の修学旅行等誘致事業の一環で、

大阪から来た高校生 19 人が歯舞地区漁家でホームステイを行いました。生徒達は北方館を視察した後、

3 漁家に分かれてホームステイを行いましたが、焼きサンマやイクラ、サケの春巻きといった「浜の手料 

理」が並ぶ食卓に感激し

た様子でした。 

次の日には早朝から歯

舞漁港でえびカゴの講義

やサケの水揚げを見学し、

歯舞漁協食堂で朝食をと

った後、北方四島交流セン

ター「二・ホ・ロ」で根室

高校、根室西高校の生徒達

とも交流しました。 

大大阪阪のの高高校校生生がが修修学学旅旅行行  漁漁家家にに民民泊泊  

全全漁漁連連  販販売売事事業業ココーーススでで平平山山参参事事がが講講演演  

  

歯舞小中学校の中学 2 年

生 11 人が 9 月 29 日、特産

の秋サケを使ったサケフレ

ーク作りに挑戦しました。地

域の基幹産業である水産業

への理解を深めるため、10

年以上前から行っている同

校の伝統行事です。 

生徒たちはまず、歯舞漁協 

から提供を受けた秋サケ 12 匹を 2 枚に下ろす作業に挑戦。大きなサケを捌くのは大変ですが、みな真剣

な表情で取り組んでいました。出来上がったフレークは、はぼまい昆布しょうゆやごま油で味付けした後

で瓶に詰め、生徒が持ち帰りました。自分で一から作ったサケフレークは格別の美味しさだったのではな

いでしょうか。 

歯歯舞舞中中学学２２年年生生  ササケケフフレレーークク作作りりにに挑挑戦戦  

 


